


























装着の順序 | 
A警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・卜ラク空ーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもく ったり、足を入れたりしない

でください。

・あぜぬり機の翻整をするときは、トラク9ーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置

にし、エンジンを停止してくださ"0
守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ここでは、 4セットを中心に説明します。4セァトと

3セットの逃いは、ジョイン トが1;1動装着か、手で付

けるかの逃いです。

囚 カブラのハンドJレを引き、フックを解除し装着状態

にします。
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フッヲ解除一一一

国 トラクターをあぜぬり機の中心に合わせ、まっすぐ

パックします。

トラクターの計11圧を下げて、カブラの トップフ ック

をあぜぬり機のト ップピンの下へくぐらせます。 ト

ラクターとあぜぬり機の中心が合うまで繰り返して

ください。
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図 ゆっくりトラクターの訓圧を上げて、ト ップ7'Jク

でトップピンをすくい上げます。

あぜぬり機のロワーピンガイドがカブラに入ります。

囚 ハンドルを事11し、7'ノクで固定します。

4セットの場合は、ジョイン トも同時に入力ilihのス

プライ ンに入ります。

国 ハン ドルをス トッパーで維笑にロックしてくださ

し、。
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ム注意
・装着・取外しのとき以外は、必ずハンドルスト ッパ

ーをかけ、ハンドルをロックしてください。守らな

いと誤操作であぜぬり機が外れ、機械の損傷や傷害

事故の原因になります。
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補足

-フックが当たったり、ジョイントが入ら

ない場合は、 トラクターのilli圧を下げで

あぜぬり機を外し、始めからやり直して

ください。

・あぜぬり機が左右に傾いているときは、

トラクターの右側リフトロッドの長さを

淵節し、あぜぬり機の傾きにカブラの傾

きを合わせてから装着してください。

トラクターか5の取外し | 

A警告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

し、。

-取外すときは、ス-)1ンドを取付けてください。

・卜ラク空ーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム注意
・トラウ空ーのPTO変速レバーを「中立」の位置にし

て、取外してくださし、。守らないと誤操作で PTO

軸が回り、傷害事故につながります。

※必す機体を中央位置(10ページ装着姿勢)に戻します。

回あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、間定します。

団 ハンドルスト ッパ}を解除します。

団カブラのハンドルを引き、フックを!排除します。

囚あぜぬり機をゆっくり下げます。

団カプラからロワーピンガイドが抜け、 トップピンか

らトァプファクが外れたのを確認して、ゆっくりト

ラクターを前進させます。

外れない場合は、 トラクターとあぜぬり機の左右の

傾斜が合っていないか、 トラクターがまっすぐ前進

していないかのどちらかです。確認してやり直して

ください。
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| 持ち上げ時の注意 I 

回はじめてトラクターへ装着するときは、「最上げJI時

にトラクターとあぜぬり機がぶつからないように、

illi圧をゆっくり上げながら確認します。特にキャビ

ン付きトラクターの場合は、背聞のガラスを突き上

げないように注意してください。

国 トラクターにより、スイッチで「最上げ」まで自動上

昇する機種があります。作業機が勢いよく上がるた

め、 トラクターとあぜぬり機との|間隔をIOcm以上1m

け、上げ規制jをしてください。

団 トップリンクやロワーリンクの取付穴位置、および

リフトロッドやトップリンクの長さを変えた場合に

は、 W~撃をやり直してください。

A注意
・卜ラク9ーの取扱説明書13点リンク、および油圧

関係」をよく読んでください。守らないと機械の損

傷やケガの原因となります。

囚リフトロッドの長さを関節して、あぜぬり機の左右

を水平もしくは、 3皮-51支位右下がり(アゼ際)に

淵節してください。
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| 装着の順序 | 

A警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選ぴ、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・トラク合ーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてくださ，'0
・あぜぬり機の下へもく ったり、足を入れたりしない

でください。

・あせ'ぬり機の関墜をするときは、トラク空ーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置

にし、エンジンを停止してください。

・トラク9ーとの装着バランスが悪い場合は、トラク

ヲーメーカー純正のバランスウェイ卜をイサけ、バラ

ンス関重をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

回 トラクターをあぜぬり機の中心に合わせ、まっすぐ

パックします。

国 トラクターの左ロワーリ ンクにあぜぬり機の左ロワ

ーピンを取付けます。

回 トラクヲーの右ロワーリ ンクにあぜぬり機の右ロワ

ーピンを取付けます。高さが合わないときはレペリ

ングハンドルを回し、リフ トロ ッドの長さを削節し

て取付けてください。

国あぜぬり機のマス トに、トップリンクの長さを削節

して取付けます。

補足

・ト ップリンクが取付けしづらい場合は、れIJ

圧をゆっくり上げてあぜぬり機の前を少し

浮かします。

ロワーピンの地上潟を60cmほどにします。

・勢いよく、または大きく 上げると、あぜぬ

り機が後ろに倒れ、機微の損傷やケガのj瓜

凶になります。

国 トップリンクが短い(紛まった)状態でれ11圧をいっぱ

いによげると、あぜぬり機とトラクターが当たる場

合があります。入力制がほぼ水平になるように、ト

ァプリンクを仰ばしてください。
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| トラクターからの取舛し | 

ム警告
・あせずぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。
-トラクヲーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてくださ，'0
・あぜぬり機の下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲーのPTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してください。守らないと誤操作でPTO軸が

回り、傷害事故につながります。

※必ず機体を中央位置(10ページ装着姿勢)に戻します。

回 あぜぬり機ヘスタン ドをJJl(付け、スデン ド止めピン

を差し、 固定します。

国 あぜぬり機をゆっく り下げます。

団 トラクターのPTO軸からジョイン トを外し、次に

あぜぬり機の入力 ;r~11から外します。

囚 あぜぬり機のマス トから、トップリンクを外します。

外れないときは、 トップリンクの長さを側節してJJl(

外してく ださい。

E トラクターの右ロワーリンクからあぜぬり機の右ロ

ワーピンを外します。高きが合わないときはレベリ

ングハンドルを回し、 リフトロッドの長さを削節し

てJJl(タトしてください。

国 トラクターの左ロワーリンクからあぜぬり機の左ロ

ワーピンを1収外します。

回 トラクターをゆっく り、まっすぐ前進させます。



一一一旦里型空型!J-X.
装着の順序 | 

ム警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・あぜぬり機の装着は、トラクヲー付属のロータリー

と同じ順序です。 卜ラク';1ー取扱説明書の「ローヲ

リーの取付け・取外し」の項を参照してください。

・トラクターのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

・あぜぬり機の閥整をするときは、トラクヲーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置

にし、エンジンを停止してください。

・トラク空ーとの装着バランスが悪い場合は、トラク

ヲーメーカー純正のバランスウェイ卜を付け、バラ

ンス網整をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

.トラクター付属のロータリーのカブラ(別:1"，7レー

ムヒッチ)、およびジョイントを兼用であぜぬり機

にも使用します。

.トラクターへの取付け 取外しは、トラクター付属

のロータリーと同じ方法でおこないます。

.トラクターの型式、および3点リンクの規格で装着

の方法は興なります。ここでは一般的な説明をしま

す。

回 カブラのハンドルを操作し、ロータリーを外します。

団 トラクターをあぜぬり機の中心に合わせ、まっすぐ

パックします。

トラクターのれ11圧を下げて、カブラの トップフック

をあぜぬり機の トップピンの下へくぐらせます。 ト

ラクターとあぜぬり機の中心が合うまで繰り返して

ください。

回ゆっく りトラクターのilli圧を上げて、トップフック

でトップピンをすくい上げます。

あぜぬり機のロワーピンがカプラに入ります。

@ 

囚 ハンドルを操作し、フックで固定します。必ずスト

ヅパーをかけ、ロ ック します。

※フックが当たったり、ジョイントが入らないJ品合は、

トラクターのilli圧を下げてあぜぬり機を外し、始め

からやり直してください。

※あぜぬり機が15:右に傾いているときは、 トラクター

の右側リフトロァドの長さを調節し、あぜぬり機の

傾きにカブラの傾きを合わせてから装着してくださ

し、。

団フックがス トッパーで磁尖にロックされているか、

必ず確認してください。

トラクターか5の取舛し | 

ム警 告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態務でおこなってください0

・取外すときは、スヲンドを取付けてください。

・トラク空ーのまわりゃあぜぬり機との聞に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム注意
・トラクヲーのPTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してください。守らないと誤操作でPTO軸が

回り、傷害事故につながります。

※必ず機体を中央位置(10ページ装着姿勢)に戻します。

回 あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、岡定します。

団 カブラのスト ッパーやロ ックを解除します。

団あぜぬり機をゆっくり下げます。

囚カブラからロワーピンが抜け、ト ップピンからトッ

プフックが外れたのを確認して、ゆっくりトラクタ

ーを前進させます。

外れない場合は、トラクターとあぜぬり機の左右の

傾斜が合っていないか、トラクターがまっすぐ前進

していないかのどちらかです。確認してやり直して

ください。



ジョイントの取付lオ | 
A注意
・PTOクラッチを切り、トラクヲーのヱンジンは必
ず停止させ、ジョ イントの取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ジョイントの長さは、装着する トラクターの型式に

より興なります。ごj主文l時にト ラクターの迎式を明

示いただければ、それに合ったものが付いていきま

す。型式が不明の場合は標準の長さの物を付けてい

ます。

※長すぎるジョイントを装着すると、 トラクターのP

TO調11か作z米機の入力事11を突き、{政!J'lさせます。

※短いとジョイントのかみ合いが少なく 、ジョイント

が破損します。

囚 長さの確認

次の方法で長さの雌認をしてください。

+48シリーズ

(1) 3点リンクにカブラを取付け、装着の姿勢に トップ

リンクの長さを合わせます。

(2)1111圧をいっぱいに Fげ、ジョイントをセ ットします。

(3)ジョイ ントを見ながら、れIi圧を少しずつ上げ、水平

になった所で、突いていないか確認します。突いて

いる場合は、長い分を切るか、短いものと交換しま

す。

(4 )11111.王を」ニ下して、ジョイン トの「カパースキマ」ヵCF

表の純間以内にあるか調べます。

※スキマが大きすぎるとジョイン トの強度が不足しま

す。長いものと交換してください。

最縮会長

カパースキマ

m al ジョイント型式 般信長 カパーー(阻スLキマ

4 CLCV-Z655 650 28-106 
セ
ツ Z705 700 28-156 
ジト Z755 750 28-206 
ヨ
イ Z805 800 28-256 
ン
ト Z855 850 28-306 

@ 

+38/18シリーズ

(1 )あぜぬり機をゆっくり上下し、 トラクターのPTO

iTIIとあぜぬり機の入力事11が同じ高さになったところ

でれ11圧をロックし、エンジンを止めます。

(2)PTO取11へジョイントを取付けます。

(3 )ジョイントをいっぱいに和iめ、 ジョイン トの先端と

あぜぬり機の入力 j~1I との IHJ に 1 cmほどIlij隔があれば

そのまま使用できます。

|間隔がない場合は、長い分を切断します。

PTO軸側 入力軸1~iI

昨日 職F
(4 )れIi圧を上下して、ジョイントの「カバーのスキマJが
F表の純図以内にあるか捌べます。

※スキマが大きすぎるとジョイントの強肢が不足しま

す。長いものと交換してください。

初軍II ジョイン ト型式

広角ジ
CECV-660 

2 
ヨ
イ 3 
ン
ト 4 

回 ジョイン トの切断方法

(1)長い分だけプラスチ

ックカバーをオス・

メス両方切り Jj)(りま

す。

続縮(m会m)長 カパー(皿ス)キマ

660 26-148 

710 26-198 

810 26-298 

910 26-398 



(2)切りJfxったプラスチ

ックカバーと同じ長

さを、シャフトの先

端から昔|ります。

(:1 )シャフトを高速カッ

ターか金ノコでオ

ス メス両方切断し

ます。

(4 )切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリスを主主り

オス メスを組合わせます。

回取付方法

(1)ジョイントのロックピンを事11しなカミら、 PTOJtq!1、

および入力取iIへ挿入し、ロックピンを軸の部で止め

ます。

ハンマーなどでジョ

イントをたたき、強

引に入れないでくだ

さい。

ロックピンの頭が I

cm j;J.上I.l¥ていれば、

確実にロックされて

います。
1cm 
以上

3セット、およびlセットの場合は「普通広角ジョ

イント」を取付けます。

ジョイントの広角制11(大きい方)をトラクターのPT

O刺lに付けます。

作業機入力軸

中」い
トラ ?~- PTO事由

仏
ザ

入力車iIカバーは、 Rピンを抜くと上に上がります。

ジョイントを付けるときだけ上げてください。

(2)ジョイントカバーの

チェーンを、 トラク

ターの3点リンクが

上下しでも動かない

場所につなぎます。

3点リンクを上下し

でも引っ援られない

ようにたるみを持た

せます。

ム危険
・取外したトラクヲーのPTO軸カバー、あぜぬり機

の入力軸カバーをもとどおりに取付けてください。

守らないと巻き込まれて傷害事故の原因になりま

す。

@ 



リモコンの配線のしかた | 
-あぜぬり機のオフセット操作は、!t1気を手IJmしてい

ます。操作はスイ ッチポ ッデスASSY RMT.SBOI 

(R∞3 9050∞)を使用します

a警告
・配線は取扱説明書をよく読み、順序を間違えないで

ください。

・12ボルトバッテリー専用です。トラクヲーの取扱脱

明書で確認してください。

・コネク:$1-"正確実に接続してください。

・配線は燃料:$1ンクや配管、および動く部分をさけ、

結束バンドで固定してください。

・バッテリーにコードを取付けるときは、火気を近づ

けないでくださc'.
守らないとショー卜して、 コー ドやスイッチボック

ス・リレーBOXが焼け、ヤケドや火災事故の原因にな

ります。

A注意
・作業後・移動時は、必ず電源コードを抜いてくださ

い。守らないと誤操作でケガや機械の損傷につなが

ります。

コネクターコードとコードをつなぐ接続口

コンセント
補足
スイ ッチボ ックス リレーBOX コネクターな

ど¥It気部品は水に漏らさないでください。

A警告
・あぜぬり機の配線作業は、平らで固い場所を選ぴ、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないとあぜぬり機が転倒し、死亡事故や傷

害事故につながります。

リモコンの配線図

↑ 
バッテリケブル

回 電源取出しのしかた(バッテリー直結)

A注意
・バッテリーケーフルは、付属の60A対応のケーブル

を必す使用してくださし、。

トラクヲーの室内電源は絶対に使用しないでください。

(1)配線をするときのショートを防ぐため、 バッテリー

のマイナス8(アース)ターミナルを外します。

(2)プラス@のターミナ1レを外します。

(3)プラスのターミナJレへプラス側コード(60Aヒュー

ズがある方)を入れ、ターミナlレを取付けます。ネ

ジを磁実に締め付け、庁~J訟にならないようにボンネ

ットの中を過してください。

-変換ハーネス (R060151000) 

E宣 ヒュ-;Z:"20 A 

虚子-tIIコ二二二孟孟!El--g

ドライブハロー、ウィンダハロー、
ブロー ドキャ;Z:?一、 ライムソワー
使用時、⑧部に鑓続します。

バッテリー (-)~ーミナルヘ

@ 



(4 )マイナス仰lコードを、バッテリ ーのマイナスGター
ミナルへ取付けます。

(5)標準装備の変換ハーネス (R060151000)を使用する

とドライブハロー、ウイングハロー、ブロードキャ

スター、ライムソワーの電源1[5(出しを共通で使えま

す。(あぜぬり機では使用しません。)

補足

・コードの取付けは雌尖におこなってください0

・作動不良の多くは、ターミナル接続の不良

に!尽悶があります。

・バッテリーケープルが短い場合は、'i1l淑ケ

ープYレを使用して、全体に余械をもった配

線をしてください。

固バッテリーケーブルと本体ハーネスのつなぎ方

(1 )本体ハーネスから出ているコードのl板コネクター

を、 f官i単ケープルのコネクターにつなぎます。

@ 

団スイ yチボックスとあせぬり機のつなぎ方

(1)あぜぬり機から出ている 8極のコネクターに、「コ

ントロ」ルケープル」の8級をつなぎます。

合

コントロールケーブル

(2)スイッチボックスの8極のコネクターに、 「コント

ロールケーブル」の8板をつなぎます。

スイッチポッヲス

(3)あぜぬり機を上げ下げし、ケープルが引っ張られた

り、たるみ過ぎないように澗節し、ワイヤーの支え

パーを過して、結束バンドで悶定してください。



補足

-コントロールケープルや、 1ti源ケーブルを

運転席に引込む場合、キャビンのリヤウイ

ンドにはさみ込むことは、絶対にしないで

ください。

・必ず専用の引込み口を通してください。守

らないとケープルがつぶれて、作動不良や、

故障の原悶になります。

ム警告
・卜ラクヲーからあぜぬり機を取外すときは、必ずあ

ぜぬり機の本体ハーネスから出ている 1極、 8極の

コネクヲーをタ+してください。守らないと、ケーブ

ルやコネク世ーが破損したり、あぜぬり機が転倒し

ます。

ム注意
・コネクヲーは、確実に接続してくださ，'0
・バッテリーの電圧が低いとき(約12V以下)、所定の

性能が発揮できなくなります。

・バッテリーケーブルや、電源ケーブルを接続すると

きは、必ずED8を確認してください。

逆に接続すると、スイッチボックス・本体のリレー

BOXが破損するおそれがあります。

・コネクヲーを外すときは、ケーブルを引っ張らない

でください。断線の原因となります。

守らないと機械の損傷やケガにつながります。

・電源ケーブル、バッテリーケーブルの任沿は

絶対に接続させないでください。(誤って後

続するとヒュースが溶断します。)

守らないと機械の損傷やケガにつながります。

コネクターの取扱い | 
ム注意
・各コネクヲーは、端子(ピン)の変形やホコリ・水分

による損傷を防くため、取扱いには十分に注意して

くださL、。(着脱はていねいに)

・コネクヲーを外したら、必ずオス・メスを組み合わ

せて端子(ピン)の保護をしてください。(ただし、

電源ケーフル、バッテリーケーブルは除きます。)
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| リモコンの操作 | 
ム警告
・あぜぬり機の開閉操作は、平らで固い場所を選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないとあぜぬり機が転倒し、死亡事故や傷

害事故につながります。

ム注意
・リモコン操作をするときは、まわりに人がいないこ

とを確認してから操作してください。

・作業時以外のリモコン操作をするときは、 PTO回

転を止めてくださ，'0
・作業をしないときは、電源ケーブルを抜いてくださ

L 、。

守らないとケガや機械の損傷につながります。

ム注意
・走行変速はニュートラルにし、必ず駐車ブレーキを

かけてください。

守らないと機械の損傷につながります。

・スイッチボックスは水ぬれ厳禁です。必ずキャビン

内もしくは、屋内に保管してください。

回 スイッチボックス

(1)スイッチボックスに付属のシート銘板を)l，ljり付けて

ください。

(2)1I1imiキーは使用しません。(ランプもつきません。)

ハーネス接続|時に通電状態となっています。

し



回 オフセット操作

(1 )lH!(i状態へオフセット

①スデンドを外します。

Rピンをトラクターの車輪怖に合わせて悶定する

i立i世にセ ットしてください。

ム 警 告
・中央位置では、 PTOを回転させないでください。

守らないと機械が故障します。

②スイァチボックスの喧Eを:1111すとアラームーtj'iJt
l鳴り、オフセ ット動作が始まります。!日定させる

位 tu~ まで事1 1 し紋けてください。 (岡定位置までくる

とシリンダーより、リリー7i?fがIJHこえます。)

スイッチを雌すと!JilJ作は止まります。

(2)中央位位へ移動

①ス イ ッチポツクスの巨 I ~ I制1 1すとアラーム苛が
I!品り、中央移動が始まります。物納{立1rlまで担Iiし
続けてください。(物納位置までくるとシリンダー

より、リリーフ背が1mこえてきます。)

団 ミニモーション注意事項

川辿続使朋しないこと

I世!1i}J機が過熱してサーキットブレーカが作動し、シ

リンダーが[01かなくなります。

(2)頻繁にサーキ γ卜プレーカが作動する場合はすぐに

使用を中止すること。

発火する恐れがあります。

(3)rui!iiru庄は仕様で示したもの以外では使用しないこ

と。

火災、!感電の原因になることがあります。

(4 )長|時r:u動かさないときや保-m:n寺はシリンダーを政調(i
にすること。

ピストンロ γ ドにほこりが付着したり、発~，'Iにより

計Ilj虫れや作動不良となる恐れがあります。

(5 )¥[1動機に手を触れないこと。

高温になることがあるので、やけどする恐れがあり

ます。

(6)miff，!コードを引っ張ったり傷めないこと。

!議mや放|障の}j;(悶になります。
(71リリー7状態は、 2秒以仁させないこと。

れiliJi，U:.身、作動不良の!Jr(図になります。

@ 



トラクターとの謂整 | 
ム警告
・あぜぬり機の翻整をするときは、卜ラク空ーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位置
にし、エンジンを停止してからおこなってください 0

・卜ラクヲーのまわりゃあぜぬり機との間に人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

目 前後角度調節

(1)4S/3S/0S/1 Sシリーズ

あぜぬり機の入力取11が水平になるように、 トァプリ

ンクの長さを制節します。

(2)A1/A2/Bシリーズ

トァプリンクの削節ができません。「ト ラクター付

属ロータリ ー」の4走者長さに合わせてください。

国 水平の調整

あぜぬ り機の左右が作業のとき に水平になるよう

に、 トラクターのレベリングハン ドルをIITIして、右

リフトロ ッドの長さを調節します。

補足

作業のときは、ディスクが元アゼに乗り 、右側が

やや上がります。リフトロッ ドをやl'ばし右側を下

げ、 作業時にあぜぬり機が水平になる ように制整

してください。

回 「最上げ」位置の調節

PTOを回転させながら、ゆっく りあぜぬり機を上

げ、 振動や興音の出ない位1位でれ111王レバーを止め、

「上げ規制ストッパー」で固定します。

13ページ「持ち上げl時の注意」を参照してください。

移動・ lま場への出入り | 
A警告
・作業状態では、あぜぬり機が車輪幅より右側に出る

ため、移動・走行が危険になります。必す中央セッ

トに戻してから移動・走行をしてください。

@ 

-高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近っけないでくださ，'0 
・ほ場への出入りは、必ずアゼと直角にしてく ださい。

・急な上り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。常に前・後輸のハラ

ンスを考えながら、トラク空ーメーカー純正のバラ

ンスウェイトをイサけてください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときは、アユミ板を使

用し、地面に接しない程度に作業機を下げ、重心を

低くして下さい。使用するアユミ板は、強度・長

さ・幅が十分あり、滑り止めのある物を選んでくだ

さい。

-両側に溝や傾斜のある農道を通るときは、特に路肩 ( 

に注意してください。軟弱な路肩、草の茂ったとこ

ろは通らないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム注意
・トラクターにあぜぬり機を装着して公道を走行しな

いでください。守らないと、「道路運送車両法違反」

となり、 事故を引き起こす原因になり ます。

回移動のときは、あぜ

ぬり機をいっぱいに

ヒげ、れiI圧ス トップ

パルプを完全に「閉

め」て、下がるのを

防ぎます。あぜぬり

機が左右に振れない

ように、チェックチ

ェーンを張り、ロッ

クナットを締めてく

ださい。

豆E移動の時は必ずあぜぬり機を中央セ y トに戻し
て下さい。

作業状態のまま移動走行すると振動により卜ラケ

ヲーの3点リンクを破損させる場合があります。

・スヲンドをセットしてトラック輸送する場合は、必

ず運搬用のサポートバーを取付けてください。上下

にゆれてス空ンドの取付部が曲がる場合があります。

に



lま場条件 | 
回l草場条件

①あぜぬり機の使用前には、ロータリー耕うんをしな

いでください。ロータリー耕うんがしであると、 土

"1"の水分が保たれにくく、アゼがきれいに成形しま

せん。またトラクターの直逃走行がしづらくなりま

す。秋耕しは、アゼ際を l行程残して耕うんしてく

ださい。

②元アゼの上にある草は除いてください。新アゼが分

離し、別れやすくなります。

③元アゼの高さ...UZE 300 25cm以内

…UZE . AZE 350 30cm以内

図 作業時のほ場水分

あぜぬり機の性能は、ほ:ij!，水分の影響を大きく受け

ます。最適なほ場条併をiiilび作業してください。

めやす表

土岐水分 手のひらで 砂質 峨土 粘土

(%) 土を搬る UZE AZE UZE AZE UZE AZE 

25-30 岡まらない x x × × ム × 

31-35 少し回まる 正〉 x O × 。ム
36-40 ほどよく匝|まる 。ム 。O 。市。市
41-45 柔らかく悶まる 。。。。。。
46-50 t旨の|聞から/lIる 。。O 。O 。
-水分40%以上で、 UZEシリーズを使用する場合は状

況によって、スベーサ(t6 )を外してください。

・水分36-40%で粘土質の場合(*印)、ディスクに土

が一番はりつきやすいjプ氏があります。

この場合は、作業を中止して雨が降るか、もう少し

乾いてからおこなってください。

・この表は、一般的なあぜぬりの「めやす」です。

次の「上手な作業のしかた」を参考にして、条刊を設

定してください。

・トラクターの車輪がlOcm以上沈むほ坊では、作業を

しないでください。

・乾いたほ場では、雨上がりに作業してください。

上手恕作業のしかた | 
田 作業状態へオフセット

スタンドを外します。

装着 移動の中央位U'Iから、右側にオフセットして

1'1業状態にします。

(11トラクターの車輪臓に合わせて、オフセット訟の制

節ができます。次の表を参考にして、ロッ トの穴位

iEを設定します。

主主三J口 γ 卜 ~ ハ》

Au

nv

戸
し
V

ハ》

h
U

IJI輸相(外開) Rピン穴

中アゼ作業 a 

125-140cm b 

135-155cm c 

150-165cm d 

※車輪幅が160cmf立になる と、オフセット帆がいっぱ

いになります。少し不足する場合は、 トラクターの

チェックチェーンでも数センチの調整ができます。

(2)Rピンの位uaは、オフセ ットの位置を合わせるため
のストッパーの役目をしています。

@ 



国 方向輪の取付け ・鯛整

車輪何より右側にオフセットしているため、作業，*，

は機体が左側に振れたり、 トラクターのハンドルが

とられる場合があります。方向輸は機体の振れをl吸

収し、直進性をよくするために翻節します。

(1)取付けの穴住i世が、 3カ所あります。

UZEシリ ーズは、中央穴と下穴にセヅトします。

AZEシリーズは、中央穴と上穴にセットします。

(2)深さのめやすは、「標準」のめもり位慌に合わせま

す。作業をしながら機体の振れや、ハンドルの取ら

れに合わせて関節してください。

・国いほ場 ややì~めにします。 ききすぎて機体

が浮く場合があります。

• i.盟凹 …・ やや深めにします。

※さらに方向輸の直進性をよくするため、方向輸の後

方が進行方向に対して4度開いています。

wロ-:';lリ一部(爪軸)の閥節
UZEシリーズは、アップカット回転(逆転)

AZEシリーズは、ダウンカット匝Jil伝CiE転)

爪llq!iの回転が奥なります。調節方法も変わりますの

でご使用の型式にそって、理解してください。

@ 

(1)深浅ハンドルを回して、 「標準」に合わせます。

2-3m作業して土:I，tが多い場合は少し浅めに、少

ない場合は深めに調節します。

t附ンドJレ

-ロータリー部の制節が終

わったら、深浅ノ、ンドル

を倒してください。

作業中の振動で設定位i位

が狂わないようにノ、ンド

ルの回り11ニめになります。

( 2l!iUカバーの削節

(UZEシリーズ)

前方への土の飛び出しゃ

深さに合わせて、 3段階

に捌節できます。できる

だけ下げて、飛び出しを

少なくします。

-土止め板

アゼ而への土の髭を剥節します。

ロ 了 間口

¥ 
¥ 前カバー

標準は「閉じ」の状態で、アゼI町への土の:!ii:を多くし

ます。低いアゼを作るときは、土の宣iが多すぎるの

で「閲」にして、土を後ろに逃がします。

仁



(3)ロータリー昔[¥のカバー閥節(AZEシリーズ)

後方への土のはき出しと、アゼ而への土の蛍を 2段

階に澗節できます。

. fW{Ì([~は右側にセ y ト(ディスクに近く)

・「ぬり111さ削節」の (2)の場合は、必ず左側に寄せて

ください。ディスクがあたり破損します。

図 ガイド板(UZEシリーズ)の調節

ガイド板はアゼの高さに追従してフリーにヒ下し、

検への土のはき出しを防ぎます。

団 アゼ上面への土量の鯛節(UZEシリース)

ピンの差し瞥えで、 5段階に捌節できます。

・聞く・ アゼにのる土のsが多くなり、アゼが高

くなります。

・閉じるーアゼにのる土の:l，tが少なくなり、アゼが

低くなります。

@ 

国 アゼ上面への土量の調節(AZEシリーズ)

横カバーが上下2段に制節でき、アゼにのる土のiit

や検へのはき出しを制整します。

[I]アゼの「ぬり厚さ」の調節

ディスク;[illlのカラーを組替

えて、 「ぬりI!ji.さ」の削節が

できます。

AZEはrl!ji.ぬり」の方向に
UZEは「部ぬり」の方向に

剖節します。

(1)撚準の組付け(UZE. AZE) 

」二

(2)AZEで「少し厚めJにぬる場合(+ 25111111) 
25カラー 50カラーを内・外入替えます。必ず土止

め紋を左側に待せてください。

50カlラ-

25明

(3)UZEでriWく」ぬる場合(-25mm) 

25カラー 50カラーを 2側内官[1)に組付けます。

5古和



固低いアゼの対応(大径ローラー…別売り)

次のような条件の場合は、大径ローラー(別売り)に

組幹えてください。

・元アゼの高さが低く、機準ローラーではアゼ上而

にとどかない。

・ロータリ -m~やカバーの間節(深さ 土のiヨ:)をし

ても、アゼ上回の押さえが不足(締まらない)する。

|UZOO-TR 大径ローラー216(コードNo.R008 902000) I 

固 上面ローラーの翻節

(1)アゼ上而の順が広い場合は、延長ローラー(別売り)

を迫力nしてください。

1明日準ローラーの延長(AZE'UZE共通)

lUZOO-ER延長ローラー凶(コードNo.R側 9剛 00)I 

大径ローラーの延長(AZE'UZE共通)

|延長パイプL AZE(コー附仏7別加000)左下関 |

ーフー

水路

(2)アゼ上而の帆がせまい場合は、延長官11分を外してく

ださい。

回 中アゼ部品(別売り)

ほ場の"1'に、 一行税で「中アゼ」をつく ります。

|UZOO-NA 中アゼ部町組)(コードN同 R008 901000) I 

加
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回 補助ローラー(別売り)

アゼ上前の外側の肩を成形します。

こぼれた土をポ11さえて上町をキレイにしたり、隣の

水田にこヒを落とさないようにします。

UZOO-HR 補助ローラー140(コードNo.R008 903000) 

@ 



園ウインクの角度鯛節(UZEシリーズ)

UZEシリ ーズは汎用タイプのため、ほ坊の粂刊に

合わせてウィング(6 分~f~ ) の角度が調節できます。

スベーサで角度をつけ、アゼを「たたく作用」を作り

アゼの締まり(聞き)を制整します。

※AZEシリーズは湿回向け仕様のため、角度調節は

ありません。

(1)水分が少なめ(乾田)・砂質土の場合

・ゥィングの 3カ所に角度をつけ、アゼ而に「たたく

作用」を持たせ、アゼ而を締め付けるように成形し

ます。

C 
ベースディスヴ

スペーサ (t6)
3ケ

ウインタ

-標i\~，~l付けは、スベーサ (t6 ) 3ケです。

(16mmと32mmの交互段差になります。)

(2)水分が多め・粘土質の場合

・ゥィングに角度をつけずに、なめらかな回転でアゼ

Tniの仕上がりを優先します。

(角度をつけると「たたく作用」によって、逆にアゼ

而を自Ijり取り、表I耐が凹凸になる場合があります。)

C 
ウイング

ベースディスク

@ 

-スベーサを外して「たたく作用」が出ないようにしま

す。

補足

・ウィングの「たたく作用」はアゼを締め付けるがJ

巣があり、アゼの表而に少し凹凸が残りますが、

崩れにくいアゼを成形します。

ほ坊の水分・土質に合わせて捌節をしてくださ

し、。

固シャーボルトの交換

石や杭などの「かみ込み」による機体の損傷を防ぐた

め、ジョイント部分にシャーボルトを使用していま

す。

切れた場合は必ず、付属の純正シャーボルトに交換

してください。



作業時の注意 | 
A警告
・作業中，;1:、トラクヲーとあぜぬり機のまわりに人を

近づけないでください。

・回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PTO回

転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付きを外

してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。トラク空ー速度を落とし、大きく回ってくださL、。

・あぜぬり機の鯛整をする場合は、必すエンジンを止

めてからおこなってくださし、。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

・あぜぬり機を使用しない時は、電源コードを敏いて

ください。

守らないと死亡事故や傷害事故、機械の故障をまねく

おそれがあります。

・作業が終わりましたら、土やゴミを、ほ場内できれ

いに務とし、道路には務ときないでください。

回 作業速度

撚準作業速度は、 0.4-1.2km/hて証す。一般的に水分

が多い場合は述め、水分が少ない場合は遅めにしま

す。

・水分多め・速度はiSiめで、キレイな成形を優先します。

(迷肢が遅いと、のり而が凹凸になりやすい)

・水分少ない…迷肢は遅めで、アゼの締め付けを優先しますh

※めやす表

]11迷(km/h)1.2 

水分(%) 50 

団 PTO回転数

トラクターのPT OlijJil伝数は450-600rpmをfil!lll

します。(pTO変速 l迷-2述)

トラクターのエンジン回転は1600-2000rpmの純

闘で使用してください。
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図作業中の異状・点検

( 1)振動、 ~1苦など作業中の異状は、ただちにエンジン

を止め点検してください。そのまま使用し続けると

他の部分にも損傷がjよがります。

(2)31、32ページの点検懸倣 異状処置を参照して、必

ず対応をしてください。

-アゼぬり作業は、ほ場の条件(水分・土質)に大きく

左右され、同じほ場でも仕上がりが変化する場合が

あります。「上手な作業のしかた」を参考に閥整をし

てください。

-・.~:組出:EE司法制圃圃

iミく お使いいただくためには、日常の保守管理が大切

です。

A警告
・点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでく ださい。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らな闘い場所で、トラクヲーの前輪に

はE撃止めをしてくださ，'0
・点検・箆備をするときは、卜ラクヲーの駐車プレー

キをかけ、PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・あぜぬり機の落下を防止するため、油圧スト ップバ

ルブを完全に「閉めJてロックし、あぜぬり機の下へ
台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してくださし、。

・ディスクは鋭利になっています。素手でさわらない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

・配線コード・ハーネスは必ずあぜぬり機付属の専用

品を使用してください。

守らないとショー卜して、火災を引き起こすおそれが

あります。

回 ボルト・ナットのゆるみ点検

使用l時ごとに各部のボルト・ナット、特に爪取付け

ボルトを増締めしてください。新品の場合は使用 2

1時間後に必ず増締めをしてください。

回 ジョイン 卜の給油

③グリスニツプル

使用l時ごとにグリスア ップをする。

⑧ジョイントスプライン郎

シーズン後にグリスを自主る。

⑥シャフト

シーズン後にグリスを塗る。

⑨ロックピン

シーズン後に注illlする。

〔広角ジョイン 卜〕

[4セットジョイント〕

@ 



回 オイル量の点検と交換

(1)オイルillの点検

作業状態にしてオイルのi誌を点検してください。不

足の場合はギアオイル#90を補給してください。

(2)オイル交換

工場出llIfll寺には給illiしでありますので、第 l回目の

交換まではそのまま使用してください。

-チェンケース

ドレンボルトを外して、オイルを押|出します。注れ1I

口から規定訟を給illlしてください。

.チェンケース2

〔 地球にやさしく 】
¢使用済みのオイルをむやみに捨てると環境汚染にな

ります。

(1)オイルを矧Il¥するときは、必ず容部に受けてくだ

さい。地而へのたれ流しゃ川への廃棄は絶対にし

ないでください。

(1)1売れIi 各都ゴム部品などを捨てるときは、お民い

求めの販売応にこ羽li淡ください。

@ 

.ミッションケース(UZE)

イント回転部

.ミ γションフレーム(AZE)

交換筒所 :Iit(t) 1 liiI目 2回目以後

チェンケース 1.0 301時間 2501時間

チェンケース 2 2.0 301時間 250時間

ミァションケースUZE 1.2 301時間 2501時間

ミγションフレームAZE 1.0 301時|悶 2501時間

囚 注油・グリス補充

111111.......方向輪 ロータリ一部ハンドルのi11111穴

r .オフセッ トアームの4カ所
グリス{・・ i呆I菟ノ、ンドルの1m転郎

l .ジョイン ト|回転古l

作業前、または811寺1mごとに点検 補充してくださ
し、。



国 チェンヲイトナーの調節

作業ごとにチェーンがイ'11

びます。作業iIIiには必ず

湖墜をしてください。

・ロ ックナットをゆるめま

す。工具を使わないで、

必ず手で、ゆるんだ分を

締め込んでください。

※工具で締めるとチェー

ンがや11び過ぎます。

・ロックナτノトを締めます。

困 耕うん爪の種類と本数

あぜぬりの性能に大きく影轡します。破損したり、

勝耗した爪は、早めに交換してください。

アゼ切り爪 上あげ爪

A21R A21L T208L T209L 
UZE 

2本 3本 7本 1本

AZE 
A21L GT351R GT35lSR 

2本 7本 l本

UZE 

， 

アゼ切り爪R / 

AZE 

@ 

回 ウィ ングの入替え ・交換

6分割のウイングは交換できます。

UZEの場合は、下区|のように食い込み部分の角度

によって摩耗に差がでます。ウィングの取付位置を

入替えるか、スベーサ(t6 )の差し替えでさらに長

く使えます。

(1)ウィング固定用のボルトを外します。

一度に全部外さないで、必要部分から外します。

( 2 )ウイングを 1~li帯に組瞥えます。

一度に全部外すと、組付けがしづらくなります。

(3)ウイングが全体に減ると、あぜぬり性能に大きく影

戦iしますので交換してください。

A注意
・摩耗部分は鋭利になっています。必ず手袋をして作

業してください。守らないと傷害事故につながりま

す。

ご/

♀ 
~・

A警 告

曲i劃

;固定ポJレ下

スペーサ(16)

a~ 

・格納は、雨や風があたらす、平らで固い場所を選ん

でください。

・あぜぬり機の格納はスヲンドを必す付け、キャスヲ

ーのストッパーをかけてください。

・カブラ・ジョイン卜はあぜぬり機から外して、地面

に置いてくださし、。

・格納庫には子供を近づけないでください。

守らないとあぜぬり機が転倒し傷害事故や機械の損傷

につながります。

L 



点検整備チmクリスト I 

11を II1J lJI 目

① ミッションケースのオイル点検UZE

新品使用始め
ミッションフレームのオイル点検AZE

② チェンケースのオイル点検

新 tfl~ 似! JIj 2時 IIU ① ボルト ナッ トの両日締め

① ミッションケースのオイ Jレ交t!kUZE
ミッションフレームのオイル交換AZE

新品{史朗 301時IIU ② チェンケースのオイル交換

③ オフセ ット、深浅ハンドル部のグリス補給

① 緋うん爪のlf)(1tボル ト期締め

② ミッションケースのオイルlik点検UZE
ミァションフレームのオイルiii;点検AZE

イ虫 m jiiI ③ チェンケースのオイ Jレ抵、オイルもれ点検、チエンタイ トナー淵節

③ ジョイン トのグリスニップルへグリスアップ

③ 地聞から上げてliifiliiさせ、災音興状のチェック

① きれいに洗い、水分ふきとり

② ボル ト、 ナァト、ピン矧のゆるみ、脱務チェ アク

③ 制|うん爪、ガードミ干の摩耗、 折れチエ Yク

f史 }日 後

① 入力 ;I~hへグリスを塗る

⑤ ジョイン ト、ロ ック ピンへ注I111

⑥ 動く部分へl1illl

① ミッションケースのオイル交換、オイルもれチェックUZE
ミッションフレームのオイル交換、オイルもれチェ γクAZE

② チェンケースのオイル交検、オイルもれチェック

③ オフセ ット、 告書浅ハンドル部のグリス補給、チェック

シーズン終了後 ④ ジョイント、スプライン部へグリスを塗る

⑤ ジョイン トのシャフ トへグリスを塗る

⑤ !!!iJ合事~m)へサピJ上め

⑦ 消耗品は早めに交換

@ 



| 異状と処置一覧表 | 
使用中あるいは使用後の点検l時に下表の異状が発生した場合は、蒋使用せずにすぐに次の処世をしてください。

告s1立 症 状 J瓜 図 処 i世

員;音 の 発 生
iMI受ベア リングの災状 ベアリング交換

朝F 爪取付ボルトのゆるみ ボルト紺I付

耕うん!I~IIの IUIがり 耕うん期11交換
振動 の 発生

う 耕うん爪の配列問逃い 爪配列のチェック

チェーンの切れ チェーン交換

ん
!l411が回らない

駆動制lの切れ 駆動車11交換

オ イ 1レ も れ ウォーターシールの興状 ウォーターシール交換

制 減耕ができる 耕うん爪の摩耗、折れ 耕うん爪交換

土が容らない 耕うん爪の配列附]jjJiい 爪配91]のチェッ ク

チ
チエンタイトナーの破狽 タイトナー交換

奥?干 の 発生
エ スプロケットのtl'H話 スプロケット交換

‘ J 
カバーパッキンの切れ パッキン交換

ケ オ イ yレ も れ
チェンケースカバー締付ボルトのゆるみ ボJレト増締め

ス
熱 発 生 オイル:lLl不足 オイル補給の

、、、、、、 ベアリングの興状 ベアリング交換

アツ j見 話ー の 発 生 ギアの損傷 ギア交換

シシ

ヨヨ
ベベルギアのカミ合い不良 シムで制経

ンン 入力11411オイルシールの異状 オイルシール交換

フケ パッキンの切れ パァキン交換
レl オ イ jレ も れ

1ス ロックタイトの劣化 ロックタイト絵り 直し

ムU 締付ボルトのゆるみ ボルト増締め
AZ 
ZE 熱 の 発 生 オイル:tit不足 オイル補給

E オイル誕状減少 駆動刺lオイルシール異状 オイ jレシール交換

i耳 zlbヨ， の 発生 グリス抵不足 グリスアップ
ジ

ジョイン ト折れ角が不適切 lIIi後角度姿勢の閥懸
ヨ ジョイント I!日り
イ あぜぬり機の上げすぎ リフト立の規制

ン
た わ む シャフトのカミ合い帆不足 長いものと交換

ト
スプライン部のガタ ロックピンとヨークの峨粍 すぐに交換

@ 
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松山株式会社
本 H 〒386-0497

物流センター 〒38ι例97

北海道営業所 〒ω8-0111

旭川 111磁所〒079-8431

'.ii広 11J;;Jt所〒082-0004

w:北営 業 所 :〒989-6135

|則 点官業所干329-4411

長野営業所:〒386-0497

l刊山 官栄町r-〒708守1104

九州営業所.〒869-0'116

I~j 九州 111脱所 〒885-{泊74

長野g;いl、以 l~丸子 IqlJl.I.川5155
宮 (0268)42・7500 FAX (0268)42-7556 

長野日.4小限l耶九子Iql塩川2949
官 (0268)お-4111 FAX (0268) 36-3335 

北海道空知郡梨沢町宇山良194・5
宮 (0126)45-4ぽ旧 FAX (0126)45-4516 

北海道旭川jli氷山町8丁目32
官 (0166)4ιぉ05 FAX (0166)46-2501 
北海道河副部Jfll，町rJl(;lj-::i，北l線18骨19
(第3工業1:11地)
宮 (0155)62-5370 FAX (0155)62・5373
宮城県古川市稲築2丁Fol3帯14号
"(0229)23-7440 FAX (0229)23-9010 

樹木県下都賀川大平町柑i捌みずほ5-3
"(0282)45-1226 FAX (0282)44日目50

長野県小県榔丸子町1旭川2949
宮 (0268)35-032:1 FAX (0268)36-3335 

岡山県神山市維部1764-2
宮 (0868)29-1180 FAX(O鉛8)29-1325

熊本県宇土，1'-徐111側fll34・10
宮 (09制)24・5777 FAX (0964)22-6775 

宮崎県都城市中世!元町3.189-1
宮 (0986)24-6412 FAX (ω86) 25-704'1 
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